
ベーター・ハントケの

”Falsche Bewegung“に関する一考察

跡守美音

本小論で取り上げるベーター・ハントケ（PeterHandke, 1942 -）の

,,Falsche Bewegung“I）は，映画の脚本として 1973年に書かれた作品で，ヴイ

ム・ヴェンダース（WimWenders, 1945 -）監督によって映画化され， 1975

年にドイツで公開された。 2）書籍としては，映画公開と同じ年の6月に

Suhrkamp社から出版されている。

この作品は，ゲーテ（JohannWolfgang von Goethe, 1749 -1832）の教養小説

である『ヴイルヘルム・マイスターの修業時代j(Wilhelm Meisters Lehrj油re,

1795 -96）を翻案して書かれたものである。主人公のヴイルヘルム・マイス

ターをはじめ，登場人物の名前や職業，また芸術家志望の主人公が世界を

知り，経験を積むための旅に出て様々な人々と交流することなど多くの類

似点があり，大枠はゲーテの『ヴイルヘルム・マイスター』を原型として

書かれていることが自明である。しかしその一方で登場人物たちの考え

方や作品における主人公の最終的な到達点はハントケとゲーテのでは大き

く異なり，この点が本作品の顕著な特徴であるといえるだろう。ハントケ

はゲーテの『ヴイルヘルム・マイスター』の素材をいくつか用いながら，

新たな作品として，，FalscheBewegung“を作り上げたのである。 3>,,Falsche 

Bewegung“が執筆された 1970年代は， ドイツでは政治や社会運動に積極

的に参加する作家もいれば，それらの活動から離れ，政治的問題から一線

を画し，日常生活や自己の内面を掘り下げる新主観主義とよばれる傾向の

作家や作品が顕著に現れてくる時代でもある。またハントケ自身がそれま

で言語批判的な実験的作品を出してきたこともあり，このような背景にお

いて，ハントケがゲーテの古典を扱った作品を制作したことは注目を集め

ただけでなく，同時代の他の作家とは違う存在感を際立させた，という評
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価もあるようである。 4)

先達の研究では，認識論や美学などの観点からゲーテの古典作品である

『ヴイルヘルム・マイスター』との比較研究 5）や，，，FalscheBewegung“と

同じ 70年代に出版された他のハントケ作品との形式や構造上の比較・分

析，映画化されたハントケのテキストについての作品研究が主流である。 6)

他にも映画論からのアプローチや自伝的作風について触れるものなど，別

の角度からも研究が行われている。 7)

さて，作品のタイトルである”FalscheBewegung“は，訳すと「誤った動

j 間違った動き」という意味になる。先行研究でも指摘されているよう

に，この「誤った動き」とは，主人公のヴイルヘルムが人々と交流し，自

己発見・人格形成のために行った旅は，結局，誤った動きに過ぎなかった

ことを表していると考えられる0 8）しかし 本作品における誤った動きと

は，果たして上述のヴイルヘルムの動きそのものだけを意味するのであろ

うか。本小論では主人公の旅の軌跡を辿りながら．このタイトルに込めら

れた意味について先達の研究を踏まえながら，さらに掘り下げて検証して

みたい。またそこから，本作品の意義について先行研究とは異なるパース

ベクティヴを提起する。

2 

主人公のヴイルヘルム・マイスターは，北ドイツのホルシュタイン州に

ある Heideという町で母親と二人暮らしだ。彼は作家になりたいのだが，

何も書くことができない。しかも彼は作家志望にもかかわらず，人間に興

味が持てないという問題を抱えている。作品のヴイルヘルムの登場シーン

は以下のように描かれている。

背後からのヴイルヘルム。彼は小さな家が立ち並ぶその一つの窓辺に

立ち，中から外を眺めている。［…］

ヴイルヘルム，十字型の窓，広場。窓の敷居に一匹の猫。

ヴイルヘルムは拳で窓ガラスを思い切り割る。

猫が窓の敷居から飛び跳ねる。［…］

ヴイルヘルム拳をなめる。［…］

家にズーム：手に包帯をしたヴイルヘルムが出てくる。（7)
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ヴイルヘルムは真面目で寡黙な若者であるが，何かを書きたいのに何も

書けない悶々とした日々に，自分でもどうしたらよいのか分からず，苛立

ちを隠せない。上記の窓ガラスを割った後包帯をした手の描写から推測

すると，窓ガラスを割った時に，恐らく手を怪我したのであろう。一見，

自暴自棄ともとれるが，また一方で自分の体の一部に怪我を負わせ，血を

流し，痛みを感じることで，自分の存在を確認しているようにも思われる。

ヴイルヘルムがノートに「ぼくは絶望しているのではない，ただ不機嫌で

気が進まないのだ。 2日前から一言も何も話していない」（8）と書いてい

るように，彼は諦めや絶望感に襲われているのではなく，ただ気分が乗ら

ず，事は進まないのだ。彼は母親の勧めにより，世界を知るために旅に出

ることを決意する。母親が準備してくれたトランクを持って，不安と希望

を胸に抱きながら，生まれ故郷を後にする。

旅が始まると，一人，また一人とヴイルヘルムの旅に登場人物たちが加

わっていく。最初は電車の中で知り合った老人と少女のミニョンである。

老人はハーモニカを吹き，唖のミニョンは大道芸をする。老人はなかなか

自分の素性を明かさないが旅の途中で，友人だったユダヤ人をナチス時

代に殺したこと，また列車にいた車掌は当時自分の副官だったことを告白

する。一行は，ヴェストファーレン州の Soestへ向かい，その後女優のテ

レーゼ，詩人のベルンハルトも加わる。テレーゼとミニョンはヴイルヘル

ムのことを愛している。みんな風変りでどこか何かが欠けているような，

そして孤独や不安を抱えている人々である。 5人は，工場主で大きな家に

住んでいるベルンハルトの叔父の家に泊まりにいくことにするが，間違っ

て違う家を訪ねてしまう。しかしそこの実業家の主人は彼らを歓迎して

くれた。実は彼は妻が亡くなって独りきりになり，孤独のあまり，「まさ

に銃を口に入れ，自殺をしようとしていた。そして車の音が聞こえた時，

車が止まってくれたらと期待したのだJ(41）という。実業家は孤独につい
て何度も語る。「孤独というのは全く存在しない。それはむしろ人工的で，

外から作られた感情なのだ」（42）翌日， 5人は近くの正を散歩する。散歩

から帰ってみると，実業家は銃で自殺をしていた。 5人はすぐにその場を

離れ，テレーゼの車でさらに旅を続ける。途中，ベルンハルトがグループ

から離れ， 4人はフランクフルト近郊の Taunusにあるテレーゼの家に向

かう。彼女はベッドタウンと思われる地域の高層住宅に住んでおり， 4人
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は数日間，彼女の家で過ごした。その中である日，ヴイルヘルムはテレー

ゼと老人の3人でマイン川に行ってボートに乗る。ヴィルヘルムは，過去

の罪を背負った老人を川に放り出して殺そうとするが，テレーゼの呼びか

けに引き戻され，殺害を思いとどまる。ボートが岸に着くと，老人は一目

散に逃走する。夜，テーレゼが女優として台本を暗記することができない

不満を語ると，ヴイルヘルムは，そういう話をされては自分の執筆活動の

妨げになると非難し，二人は喧嘩となる。彼は一人になる必要があると感

じた。そこで，ヴイルヘルムはまだ‘いったことのないツークシュピッツェ

山を目指すことにする。ミニョンはテレーゼと一緒にいたいというので，

二人はヴイルヘルムと雑踏の中で別れ，デパートの中へと入っていく。そ

して，ヴイルヘルムは一人の男性に頼まれ，その男’性の写真を撮ってあげ

た後，本作品は以下に挙げる最後のシーンに入る。

ヴィルヘルムはトランクを持って去っていく。

ゆっくりフェードオーバー：雪のツークシュピッツェ。同時に強まる

吹雪の音。

灰色の空に対し，白い雪底。長い間。吹雪の音。その中で，タイプラ

イターを打つ音が，だんだん強くなっていく。（81)

ヴイルヘルムは，彼を慕うテレーゼとミニョンと別れ，一人，雪の積も

るツークシュピッツェにいく。吹雪の轟音の中から，タイプライターの

打つ音が徐々に大きくなっていくという印象深いラストである。北の町

Heideを出発して南下し Soest さらにフランクフルト近郊を経て， ドイ

ツ南端で国境付近のツークシュピッツェへと縦断する。これが主人公ヴイ

ルヘルムの旅の遍歴である。

3 

前章で主人公ヴイルヘルムの旅の軌跡を辿ったが，主人公のラストの

シーンは大変興味深い。『ヴイルヘルム・マイスター』や『緑のハインリ

ヒ』のような所調，教養小説の主人公は，人々と交流し，試行錯誤をしな

がら，社会での活動を通じて人格形成が行われ，最終的に社会に貢献して
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いくようになる。しかし本作品の主人公は自己発見の旅に出て，出会っ

た様々な人と交流を試みるが，その過程でヴィルヘルムは何かを体験する

前に，そもそも自分自身のこと，そして相手のことを正しく認識できてい

ないことに気付くのである。

「今この瞬間，ぼくはとても混乱している。ぼくは自分のことをもう

何も感じない［…］他のことも何も感じないのだ。［…］もしぼくが一

人になったら，また記憶することができるだろう。［…］そして気分も

よくなって，書く気が起きるのだJ(77) 

何も認識できなければ，何かを体験しようとしても，それは自己の体験

とはなりえない。ヴイルヘルムは，「ぼくは見たことは，もう単なる観察

した対象ではなくなり，完全にぼくの一部となるのだ。［…］ぼくは何か観

察したものをそのまま書くのではなく，何か経験したことを書くのだ」（58)

と語っているように，彼は「何を経験するにも，それがかつて一度経験し

てあって，今それを＜想い出す＞のだ，これが三度目なのだ，反復するのだ，

と意識してからやる」 9）のだ。ヴィルヘルムは旅の終盤で，上記のように

自身の「知覚」の問題に直面するのである。この状況を打開するには，彼

は一人になって，自己を見つめなければならないのだ。テレーゼやミニョ

ンと別れてツークシュピッツェに向かう彼の行動は，まさにゲーテのヴイ

ルヘルムとは全く逆の動きをし 社会からますます遠ざかり，人々から遠

く離れたところに一人身を置こうとするのである。つまり，世界との交じ

わりは，彼にとっては「誤った動き（FalscheBewegung）」だ、ったことが判

明するのである。

,,Falsche Bewegung“は日本では翻訳書が出ていないが，映画のDVD版

では「まわり道」というタイトルになっている。「まわり道」とは，辞書

によると「遠回りして行くこと，遠回りになる道（を行くこと），迂路」川

という意味であり，どちらかというと遠回りをするが最終的にはどこか目

的地に辿り着くイメージがある。しかしこのヴイルヘルムの誤った動

きは，「無」へと歩みを進めるものであった。彼は世界を知る旅に出たが，

その過程は「誤った動き」であり，結局，彼は一歩も動いていなかったの

である。ヴイルヘルムの母親がヴィルヘルムに語ったように，ヴィルヘル

-119-



ムも母親も自己実現ができず．自分の人生に満足していない。しかし実

は多くの人々が，「土曜日のショッピングモールの写真に写っている人々」

(11）のように，一見満たされているようではあるが，自分自身への意識が

向けられておらず，実際には自己を発見できていない，という問題に気が

付いていない人々である。その意味では，ヴイルヘルムはまず，自己を見

つめなければいけないことに気付いた点ではよかったのかもしれない。ラ

ストのシーンでは，タイプライターを打つ音が次第に大きくなっていくこ

とから，「書くこと」は始めることができたようである。しかし主人公

が芸術家を目指し敢えて社会から離反し孤独な芸術の世界へ進もうと

することは，作品最後の印象的なシーンからもうかがえるように，暗雲が

漂う彼の将来が暗示されているようである。むしろ．彼の動きは「世界か

らの逃避」 11）に他ならないのではないだろうか。ヴイルヘルムが社会から

孤立して作家になろうとする試みも．また「間違った動き」であるのでは

ないかと考えられえる。しかし，彼には他の道を進むことができないので

ある。ヴィルヘルムがテレーゼとミニョンと別れる時，テレーゼとミニョ

ンは現実社会を象徴した「デパート」の雑踏の中に消えていき，ヴイルヘ

ルムはツークシュピッツェの「自然」へと入っていく対照的なシーンは，

彼にはそれ以外の他の道も模索できないことを印徴的に表している。この

ことは，現代では自己を追究し 獲得しようとすることはもはや不可能で

あり，どこにも行き着くところがないという閉塞的な状況が描かれている

ように考えられる。ヴイルヘルムの間違った動きは続き，終わることなく

永遠にぐるぐると回り続けるのである。この作品最後の描写は，行き場の

ないさまよえる現代人の様相を表現しているのではないだろうか。

4 

タイトルの他にもう一つ注目すべきことは，作品に描かれる「ドイツ」

である。，,FalscheBewegung“には， ドイツを表現するような描写が作品全

体を通じて端々に差し込まれている。ヴィルヘルムは冒頭シーンでも分か

るように，現在の自分に納得ができていない。作家志望だが，何も書くこ

とができず．また人間嫌いでもある。人生を諦めているわけではなく，絶

望をしているわけでもないが，何かをしたいのに，何もできないもどかし

さを抱える若者である。彼は自己発見の旅に出るが，それは「間違った動きJ
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に過ぎず，彼の状況は一向に進展しない。物静かなヴイルヘルムだが，突知，

感情を爆発させ，それが暴力へと向かう。ヴイルヘルムに付きまとう老人

は，かつて収容所でユダヤ人殺害に加担していたことを告白し，老人は夜，

なぜか鞭のようなものを握って眠っている。ヴイルヘルムはこの老人の過

去を許せず，本気で殺そうとする。この行為と官頭のヴイルヘルムが窓を

割る暴力的シーンが，老人が象徴するドイツの過去の歴史と戦後世代の政

治や社会に不満を持つ若者の怒りをリンクさせる。実業家は「ドイツの孤

独」について語る。「私はこのドイツの孤独について，簡単にまた話したい。

ドイツの孤独は他のところよりも隠されていて，同時にもっとつらいよう

に見える。［…］ドイツの死んだ魂」（45）そして，作品内で対照的に表現さ

れているのが資本主義によって形成された，殺伐とした現代風景と自然と

の対比である。テレーゼは現代的な衛星都市に住んで、いる。高層住宅が立

ち並び，日々それぞれ決まった時間に人々が現れ，消えていく。同じよう

な光景が毎日ルーティンのように繰り返され，無機質なコンクリートの建

物に固まれた世界での生活である。この環境では．ヴィルヘルムはテレー

ゼとは暮らせない。そして一人になるためにツークシュピッツェへ向かう

が，工業化が進んだ現代においては帰るべき自然の世界はもはやない。さ

らに，ヴィルヘルムは最初のうちは政治的な事柄には興味を示さないが．

そのうちに「政治的な作品を書きたいのだが，いざ書こうとすると自分に

は使う言葉がないこと」（51）に気が付くのである。そしてまさに自分自身

を見つめ直すところから始める。

ツークシュピッツェに向かうことを決めたヴイルヘルムに，なぜ外国に

行かないのかとテレーゼが尋ねるが，ヴィルヘルムはドイツについて書き

たいので，自分はドイツについてもっと知る必要性があることを告げる。

主人公にこのように語らせているように，”FalscheBewegung“は，主人公

の旅の軌跡を綴った作品というだけではない。ドイツを物語る一つ一つの

素材が作品全体にはめ込まれ，それらがうまくリンクし ドイツの状況を

作品全体に浮かび上がらせているのだ。そこから現れてくるのは，欝蒼と

陰欝として，何か圧力のようなものがかかった行き場のない世界とそこで

さまよえる人々であり，本作品は当時のドイツの諸相が巧みに描かれてい

ると考えられる。
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5 

ハントケの作品研究において，小説のための小説，所調「メタ小説」と

いう言葉が使われることがある。 ωそのメタ小説といわれるものの中で

も，ハントケの70年代の作品には「教養小説風」の作品が多い。一見す

ると『ヴイルヘルム・マイスター』のような教養小説の主人公と同様に，

ハントケの作品の主人公も自己発見のための旅や活動をし自己形成のた

めに人々との交流を試みる。しかし彼らには変化の兆しのようなものは

垣間見られるが，最終的には特に大きな変化は見られない。主人公は自

己形成を経て社会に参加し貢献していくのではなく，自身を見つめ，自

己を確立するために，敢えて社会と距離を置き，一人になっていくストー

リーである。自ら一人になる方向へ進み，社会から孤立し自己と向き合

う。そういった過程が描かれているのが，ハントケの教養小説風の作品で

ある。明確な結末や主人公の大きな成長や変化などは提示されず，最後

ははっきりとしないぼんやりとした描写で終わることが多い。例えばケ

ラー（GottfriedKeller, 1819・90）の教養小説『緑のハインリヒ』 (Derg加e

Heinrich, 1854 -55，改作 1879・80）とチャンドラー（RaymondChandler, 

1888・1959）のサスペンス『長い別れ』（TheLong Goodbye, 1953）を土台に，

主人公が別れた妻を追ってアメリカを横断していく『長い別れのための短

い手紙』（Derkurze Brief zum langen Abschied, 1972），自殺したハントケの

母親の自己実現への試みと挫折，崩壊が描かれた自伝的作品である『も

う何も望むことがないほどの不幸』（WunschlosesUngltick, 1972），主人公

の女性の精神的・社会的自立を目指す姿が描かれた『左利きの女』（Die

linkshandige Frau, 1976），また主人公が芸術家を目指して自己形成の旅に出

るが，実際には自己完成の実現などできない現実に直面し誤った動きし

かとれない本作品など，どの作品もアプローチの仕方は違うが主人公が自

己を追究していく過程を描くというテーマはどれも同じなのである。この

意味においては，”FalscheBewe思mg“はハントケの70年代の作品群の特

徴を持った一作品であり，またここに 70年代のハントケ作品の限界が認

められるのかもしれない。 1970年代ごろまでのハントケの作品は，上記

のように，自己を追究するために，主人公は社会から離反し，孤立した環

境に身を置き，社会と「対時Jする姿勢が見受けられる。しかし 80年

代の作品は，対峠や対決するのではなく，物事を肯定し，受け入れ，調和
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し，構築していく作品が書かれており， 80年代に入った頃から，ハント

ケは文学的転向をしたと考えられている。 13)

,,Falsche Bewegung“は，ストーリー上，大きな矛盾や破綻があるわけで

はない。しかし作品の端々からは，不自然さや違和感が幾度となく印象付

けられる。ヴィルヘルムが乗った列車の車窓の風景では，ポニーが列車と

並走し，子供達が手を振る牧歌的な景色が描写されるが，その直後，電車

と並行して数台の車が走る道路，そしてセメント工場のシーンが描かれる。

風景描写は詳細かつ鮮明である一方で，登場人物たちの出会いやその後，

行動を共にする成り行きや展開には，どこかすんなりといかないぎこちな

さが残る。 Putzが指摘しているように ヴイルヘルムの現実世界での最

後の社会的な関わりはある男性の写真を撮ってあげることで， 14）ここで

は日常によくあるごく自然な会話が展開する。しかしその後は，主人公は

タイプライターの音とともに吹雪のツークシュピッツェに消えていくシー

ンで終わるのである。このラストは，敢えてフィクションであることを強

調するような，非現実的な終わり方である。 D町四kの指摘にもあるよう

に，ハントケの作品の主人公は現実感覚がないように描かれていることが

多い。 ω本作品も，主人公のヴイルヘルムは厳しい芸術家への道を進も

うとする姿勢が暗示されているが，現実逃避とも感じられるこの終わり方

に，読者は大人のメルヒェンを読んだような印象を受ける。前述のように，

,,Falsche Bewegung“は，主人公の自己形成のための動きそのものが「誤っ

た動き」であり，またその後の芸術家へ突き進む動きも「誤った動き」に

他ならなかった。しかしそれ以外には何もできない，現代における自己形

成の不可能な状況と行き場のない現代人の様相が描かれていること，また，

この作品の位置付けは70年代の他の教養小説風の作品と同じカテゴリー

に入るものであることが分かつた。しかし本作品の興味深いところは，

,,Falsche Bewegung“が現代におけるアイデンテイテイの獲得の不可能さを

表現していたわけだが，その問題に対する解決策や新たな方向性が見出さ

れるのではなく，ヴイルヘムのように誤った動きをせざるをえない現状を，

作品全体を通じて感じられる不自然さや違和感によって表現しているとこ

ろに，ハントケの意図が込められているように感じられる。つまり，そ

の不自然さと非現実的なラストを持つ作品そのものが，何よりも，，Falsche

Bewe伊ng“（間違った動き）の証左として，ハントケは提示しようとして
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いるのではないだろうか。

注

1) Handke, Peter ・FalscheBewegung, Frankfurt a. M. 1975. 
同書からの引用は本文中に頁数のみを示す。

2）映画，,FalscheBewegung“は，『都会のアリス』（Alicein den Stadten, 1973），『さ

すらい』（ImLauf der Zeit, 1976）とともにヴェンダースのロード・ムービー3

部作の一つに数えられる作品で， 6部門でドイツ映画賞を受賞した。日本で

は1977年に『まわり道』というタイトルで劇場公開されている。

ハントケが，ヴェンダースの映画の脚本，または原作を担当したのは

”Falsche Bewegung“の他にも，『ゴールキーパーの不安』（DieAngst des 

Tormanns beim Elfmeter, 1972）や『ベルリン・天使の詩』（DerHimmel iiber 

Berlin, 1987），『アランフエスの麗しき日付（LesBeaux Jours d’Avaniuez, 

2016）などがある。（年号は映画製作年である。）

3）ハントケはあるインタビューで次のように答えており，，，FalscheBewegung“は

ゲーテの『ヴイルヘルム・マイスター』を現代版に再構成したものではなく，

そこからいくつかのモチーフを取ってきたことが分かる。

f ［・－－］記憶に残っているゲーテから，ほんの幾つかのものを取ったのは，当

たり前のことでした。そこから私はこの脚本を書いたのです。私は物語の

再構成をしようとは望んでいませんでした。私は誰かが出発し，何かを学び，

何か別の存在になろうとするーそれを描くためにある特定の歴史的状況を

求めたのです［…］」平井正（編）：ドイツ映画史18「ヴイム・ヴェンダース

はるかな国へのセンチメンタル・ジャーニーJ，東京ドイツ文化センター

1984. 18頁参照。

4) Vgl. Norbert, Christian Wolf ・Der”Meister des sachlichen Sagens“und sein 
Schiller. Zu Handkes Auseinandersetztung mit Goethe in der Filmerzlihlung Falsche 

B自問伊ng.In : Peter Handke. Poesie der Riinder. Wien 2006. S.198-199. 

5) Vgl. Piltz, Peter : Schllift ein Lied in alien Dingen. In : Peter Handke. Mainz 1985. 

Norbert, a.a.O. 

6) Vgl. Durzak, Manfred Filmisches Erzahlen: Von der ≫Falschen Bewegung≪ zur 

≫Linkshlindige Frau≪. In : Peter Handke und die deutsche Gegenwartsliteratur. 

Stuttgart 1982. Renner, Rolf Giinter : Filmisches Erzlihlen: Chronik der laufenden 
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Ereignisse und Falsche Bewegung. In : Peter Handke. Stuttgart 1985. 

7) Vgl. Matveev, Julia : Bewegung als Ausdrucksmittel in der ,,kinematographischen 

Prosa“von Peter Handke. Moskau 2003. Struck, Lothar: Der Geruch der Filme 
Peter Handke und das Kino. MeiBen 2013. 

8) Vgl. Piltz, a.a.O.,S.178. 

9）平子義雄：言語をめぐり物語をめぐるーベーター・ハントケの世界，烏影

社 1998.165頁。

10）広辞苑（第7版）岩波書店2018. 2787頁．大辞林大型机上版（第 1版）

三省堂 1990. 2301頁，国語大辞典（第 l版）小学館 1981. 2250頁参照。

11) Nagel, Rainer/ Voris, Renate : Peter Handke. Miinchen 1978. S.105. 
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第2号 1990.100頁参照。
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